
 

公共政策学部福祉社会学科                                       
 

福祉社会学科は、福祉社会の創造を目的として、社会福祉学・社会学・教育学・心

理学等の諸分野から教育研究を行い、地域の福祉と人びとの生涯発達に寄与しうる能

力を有する人材を養成します。  
 
ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

 福祉社会学科では、以下の通りディプロマ・ポリシーを定めています。  

 福祉社会学科では、生涯にわたる人間発達を多様に実現する社会（福祉社会）を築

くために、高い政策立案能力や問題発見・解決能力を持った人材、地域における福祉

や人間形成の担い手となる専門職人材を育成することをめざしており、以下にあげる

ような能力を修得した学生に学士（福祉社会学）の学位を授与します。  

１．社会と人間の関係について、幅広い分野の教養と汎用的技能を身につけている。 

２．社会福祉学・社会学・教育学・心理学などの基礎的知識を体系的に理解している。 

３．個人、NPO、地域コミュニティ、企業、行政などの協働を通じて、生涯にわたる人

間発達を多様に保障する社会（福祉社会）の実現に寄与しようとする意欲を持って

いる。 

４．地域社会における課題を発見し、課題に対する適切な認識能力や解決方法の実践

能力を身につけている。 

５．地域社会の課題に対する専門的知識、及びそれを科学的手法により調査・分析・

考察できるスキルを修得している。 

６．自らの課題設定や解決実践のプロセスを協働する相手と共有し、解決実践に参加

を促すプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を持っている。  

７．福祉社会のメンバーのひとりとして課題設定や解決実践に自ら参加し、参加を呼

びかける意志を持っている。 

 
カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

福祉社会学科では、教育の目標を実現するために、以下のカリキュラムを提供しま

す。 

１．教養教育科目では、社会科学・人間科学・自然科学を横断的に学習できる教養総

合科目、情報に関する科目、健康教育科目、外国語科目を履修する。これらの科目

を履修することで、幅広い教養と汎用的技能を身につける。また、特に、京都の歴

史・文化に関する科目、人間・文化に関する科目および現代・社会に関する科目を

重視し、これらの履修を通じて、専門教育科目修得の基礎能力を身につける。  

２．専門教育科目では、社会と人間の関係を考察する必修・選択必修科目群を低学年

次から配置することで、学生の知的関心を喚起し、研究分野選択の手がかりとす

る。 

３．高学年次においては、学生各自が関心に沿って社会福祉学群・人間形成学群の専

門領域を深めつつ、他の学群さらには他学科科目等の履修を可能にし、多様な研究

の視点を学際的に学べるようにする。 

 



 

４．1回生に配置される教養教育科目の「新入生ゼミナール」、「福祉社会学入門演

習」、２年生に配置される「基礎演習（社会福祉・社会学・教育・心理）」、３年

生に配置される「専門演習Ⅰ」、4回生に配置される「専門演習Ⅱ」と「卒業論文」

の連続した履修により、少人数教育の中で研究方法を学び、また、配属ゼミでの教

員との議論を通じて研究テーマを追究する。 

５．「ソーシャルワーク実習（社会福祉）」「精神保健福祉援助実習」などの国家資

格に関連した実習関連科目は、専門職を目指す学生を対象に、福祉社会学科での学

習の総合的体系化を行う科目として高学年次に配置する。  

６．履修科目の単位認定にあたっては、科目の性質に応じて筆記試験、レポート試

験、平常点評価などを適切に組み合わせて評価し、その方法と配点は開講に際して

明示する。 

７．卒業論文作成にあたっては、教員による個人指導を行い、中間発表等のプレゼン

テーションを求める。卒業論文は、複数教員による口頭試問を経て学科教員による

合議で評価する。 

 
履修の流れ

 
 


